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令和８年５月26日(火) 午後１時15分 

牧之原市役所榛原庁舎５階 庁議室 

１ 開  会 
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◇ 令和８年度 市政報告会・意見交換会の開催について ………… 資料５ 

◇ 令和８年度 牧之原市の海水浴場の開設について ………… 資料６ 

◇ 令和８年度 RIDE ON MAKINOHARA 誘客キャンペーンの実施について ………… 資料７ 

◇ 世界規模・全国規模のサーフィン大会の開催について ………… 資料８ 

 

３ 質疑応答 

 

 

４ 報道提供 

◇ 第５回 静波パラサーフィンフェスタ 2026 の開催について ………… 資料９ 

◇ 医療従事者向けサーフィン大会 第３回徳洲会カップの開催及び 
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５ 懇  談 

 

 

６ 閉  会 

 

<次回の記者懇談会> 令和８年６月 29 日（月）午後１時 15分～ 
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令和８年６月牧之原市議会定例会 市長提出議案について 

 

 条例改正 ４件  補正予算 ２件  その他  ３件  （合計９件） 

 

報告第４号 令和７年度牧之原市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 

                 ＜財政課＞ 

令和７年度牧之原市一般会計第１０号及び第１１号補正予算で設定した繰越明

許費について、令和８年度に繰越して使用する歳出予算の経費が確定したので、地

方自治法施行令第１４６条第２項に基づき報告する。 

報告第５号 令和７年度牧之原市土地取得特別会計繰越明許費繰越計算書の報告 

について 

               ＜資産経営課＞ 

令和７年度牧之原市土地取得特別会計第２号補正予算で設定した繰越明許費に

ついて、令和８年度に繰越して使用する歳出予算の経費が確定したので、地方自治

法施行令第１４６条第２項の規定に基づき報告する。 

承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（牧之原市国民健康保険税条例

の一部を改正する条例） 

               ＜国保年金課＞ 

令和８年３月３１日に公布された地方税法施行令の一部を改正する政令により、

国民健康保険税の課税限度額の基礎課税額分が引き上げられ、子ども・子育て支援

納付金課税額分が確定し、また、国民健康保険税の減額の対象とする軽減判定所得

の基準も引き上げられた。このため、本条例において同政令を引用する箇所につい

て所要の改正を行い、４月１日から施行する必要が生じたが、議会を招集し議決を

求める時間的な余裕がなかったため、地方自治法第１７９条第１項の規定により専

決処分したので、同条第３項の規定に基づき報告し、承認を求める。６月１１日（本

会議２日目）の議決をお願いする。 

【議決予定日：６月１１日】 

 

 

 

 

 

 

定例記者懇談会 資料№１ 

令和８年５月 26 日 

総務部 総務課 

0548-23-0050 
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承認第２号 専決処分の承認を求めることについて（牧之原市税条例の一部を改正

する条例） 

               ＜税務課＞ 

国の税制改正により「地方税法等の一部を改正する法律」が令和８年４月１日か

ら施行された。これに伴い本市においても軽自動車税（環境性能割）の廃止、住宅

借入金等特別税額控除適用期限の延長、固定資産税免税点の見直し等について、条

例の一部を改正し、４月１日から施行する必要が生じたが、議会を招集し議決を求

める時間的な余裕がなかったため、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決

処分したので、同条第３項の規定に基づき報告し、承認を求める。６月１１日（本

会議２日目）の議決をお願いする。 

【議決予定日：６月１１日】 

議案第３２号 固定資産評価員の選任について 

                                ＜税務課＞ 

固定資産評価員に選任していた前市民生活部長の役職定年に伴い、後任の市民生

活部長を新たに固定資産評価員として選任するに当たり、地方税法第４０４条第２

項の規定に基づき、議会の同意を求める。 

                         【議決予定日：６月１１日】 

議案第３３号 牧之原市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

                              ＜危機管理課＞ 

非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部改正により、非常勤

消防団員等が公務等により死亡した場合における葬祭補償の額が改定されること

から、所要の改正を行う。 

                         【議決予定日：６月２６日】 

議案第３４号 牧之原市火入れに関する条例の一部を改正する条例 

＜お茶特産課＞ 

火災予防条例に関する基準府令等の一部改正の助言を受け、静岡地域の消防広域

化により消防事務を委託している静岡市が、静岡市火災予防条例を改正したことに

伴い、当市においても火入れの中止に関する要件を改めるため、所要の改正を行う。 

                         【議決予定日：６月２６日】 

議案第３５号 令和８年度牧之原市一般会計補正予算（第１号） 

＜財政課＞ 

令和８年度の１回目の補正予算として編成するもので、緊急に財源措置をしなけ

ればならない予算について議決を求める。 

（金額等については、ヒアリング後） 

【議決予定日：６月２６日】 
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議案第３６号 令和８年度牧之原市土地取得特別会計補正予算（第１号） 

＜資産経営課＞ 

令和８年度の１回目の補正予算として編成するもので、今回の補正の主な内容

は、市道波津１２号線事業用地を先行取得するための費用２８８万５千円を増額

し、補正後の予算総額を１，９１３万８千円とするもの。 

【議決予定日：６月２６日】 

 

 

 

【議会日程】 

 ６月 １日（月） 本会議 提案説明、総括質疑 

   １１日（木） 本会議 通告質疑－委員会付託、一部議案審議－採決 

   １６日（火） 本会議 一般質問 

   １７日（水） 本会議 一般質問 

   １８日（木） 本会議 一般質問 

１９日（金） 委員会 補正予算連合審査 付託議案審査 

   ２６日（金） 本会議 委員長報告－審議－採決  

 



令和８年度牧之原市一般会計補正予算案（第１号）の概要について 
 
本予算は、令和８年度予算の１回目の補正である。補正の主な内容は、準用

河川中条川の改修に係る経費の計上や、令和７年９月５日に発生した台風 15 号

に伴う竜巻等災害により被災された方々に対する被災者生活再建支援金の給付、

道路メンテナンス事業に伴う道路付属物長寿命化修繕計画策定業務委託料や老

朽化により破損した消火栓の交換工事負担金等の計上となっている。 
 補正額は、７１，４１７千円、率にして０．３％の増となった。 
 
 
１ 予算額 

 補正前予算  ２４，５００，０００千円 

 補 正 額      ７１，４１７千円 

 補正後予算  ２４，５７１，４１７千円 

 

２ 補正予算の概要 

（１）歳入       ７１，４１７千円 

  繰越金 70,735 千円  

諸収入 682 千円 後期高齢者医療広域連合補助金 

 

 

（２）歳出       ７１，４１７千円 

  後期高齢者医療関係事務費 682 千円 資格確認書等郵送に係る郵便料 

竜巻等災害復旧費 17,985 千円 被災者生活再建支援金 

道路橋りょう費 3,000 千円 道路メンテナンスに係る長寿命 

化修繕計画策定業務委託料、 

東萩間５号線 

河川改良費 29,000 千円 準用河川中条川改修に係る測量 

  業務委託料 

消防施設等管理費 2,750 千円 消火栓交換工事負担金 

予備費 18,000 千円  

  

 

定例記者懇談会 資料№２ 

令和８年５月 26 日 

企画政策部 財政課 

0548-23-0054 



 

 

 

定例記者懇談会 資料№３ 

令和８年５月 26 日 

産業経済部 商工企業課 

0548-53-2647 

物価高騰対応生活応援事業「まきペイ」ギフト券の給付について 
 

１ 概要 

  食料品やエネルギー価格等の物価高騰の影響を受けている市民を支援する

ため、牧之原市デジタルポイント「まきペイ」を活用し、迅速に給付金を支

給することにより、経済的な負担を軽減するとともに、地域経済の活性化を

図ります。 

 

２ 事業内容 

（１）給付額 
一人あたり 6,000 円分を給付 

※加算対象者には上記給付額に 10,000 円分を加算 

（２）対象者 

① 令和８年４月１日時点で市内に住所を有する人 

 （約 17,500 世帯 41,000 人） 

② 加算対象者：平成 20 年４月２日以降に生まれた人 

 （約 5,200 人） 

（３）給付時期 

５月末頃から順次発送予定 

※準備が整ったものから順次発送を行うため、地域ごと 

到着時期に差が生じる可能性があります。 

（４）給付方法 世帯員分をまとめて世帯主宛で郵送 

（５）利用方法 
① 「まきペイ」にチャージして、ポイントとして利用 

② 紙の商品券として店舗にて利用 

（６）利用期間 
ギフト券到着後～令和８年 12 月 31 日（木） 

※「まきペイ」へチャージしたポイントも同様 
 

● 「まきペイ」ギフト券利用方法イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 問い合わせ 

運営事務局   まきペイ事務局 

問い合わせ電話番号  0120-094-366（午前 10 時～午後５時）      

その他問い合わせ先 【まきペイホームページお問い合わせフォーム】 

https://www.makipay.jp/?page_id=55 



牧之原市 物価高騰対応生活応援事業の実施につきまして
～ まきペイギフト券をお届けします ～

牧之原市では、食料品やエネルギー価格などの物価高騰対策の影響を受けている、市民生活を支援するため、
「物価高騰対応生活応援事業」を実施します。本事業では市内でのお買い物に利用出来る「まきペイギフト券」を配布し
生活負担の軽減と地域の活性化を図ります。

利用期限 令和８年12月31日まで

スクラッチを削ると、QRコードが出てきます。
まきペイにログインしてQRコードを読み込んで
チャージが出来ます。

チャージ後は
お店の決済用
QRコードを
読み込んで
決済して
ください。

お会計の際に、カードをそのまま商品券として
使用することが出来ます。
レジにてそのままお渡しください。

※要注意 スクラッチが削られて
いる場合は使用出来ません。

NG例

②スクラッチを削らず
商品券として利用する

①スクラッチを
削ってチャージする

令和８年４月１日時点で市内に住所がある人には6,000円分を給付 平成20年４月２日以降に生まれた人には10,000円分を加算して給付

まきペイギフト券は２つの使い方があります

詳しくは
こちらから ⇒



 
 

令和８年度牧之原市総合防災訓練の実施について 

 

１ 目的 

大規模地震が突然発生した場合において、発災直後から避難、応急対策まで

の防災訓練を実施し、地域の防災体制の確認及び見直しを図るとともに、市民

一人一人の防災意識を高め、地域防災力の向上を図る。 

 

２ 実施日時 

令和８年６月 28日（日） 午前９時（訓練地震発生）～正午頃 

 

３ 訓練想定  

 大規模な地震が発生し、牧之原市内において震度７の揺れを観測、間もな

くして沿岸部に大津波が襲来した。この地震により建物の倒壊、津波の浸水、

土砂災害、火災等の大きな被害が発生した。 

 

４ 訓練スケジュール 

時間 情報伝達手段 内容 

６月 27日（土） 

午後７時 30分 
同報無線 訓練事前周知及び参加呼びかけ 

６月 28日（日） 

午前６時 50分 
同報無線 

訓練広報(実施・中止）のお知らせ 

訓練参加呼びかけ 

午前９時 00分 
同報無線 

サイレン吹鳴(１分間) 

地震発生「震度７」の合図 

※自主防災会による訓練開始 

午前９時 05分頃 同報無線 「大津波警報」発表 

正午頃 同報無線 市長訓練講評、訓練終了 

 

５ 重点項目 

(１) 自らの命を守るためにとるべき行動の確認【自助】 

率先して避難、災害情報の入手方法等 

(２) 地域における協力体制等の確認【共助】 

防災資機材の品目と数量、使用方法の確認、災害発生初期における

人員配置の検討、地域住民や消防団等の協働による訓練等 

(３) 指定緊急避難場所の確認 

区及び町内会の避難場所の認知度の向上 

 

【副市長・教育長視察先】（６月中旬頃に連絡します） 

 

定例記者懇談会 資料№４ 
令和８年５月 26日 

総務部 危機管理課 
0548-23-0056 



 

定例記者懇談会 資料№５ 

令和８年５月 26 日 

企画政策部 秘書広報課 

0548-23-0052 

令和８年度 市政報告会・意見交換会の開催について 

 

 

１ 概 要 

市長が各地区を訪問し、市の取組や地域の課題などについて説明するととも

に、市民と意見交換を行う「市政報告会・意見交換会」を下記の日程で開催し

ます。 

 

２ 内 容 

・市長からパワーポイントを使った説明 

     市及び地区における現状や取組など 

   ・地区からの質問票等による意見交換 

 

３ 開催日時等 

【月日、対象地区、会場等】 

月 日 対 象 地 区 会 場 

６／30(火) 相良(相良・福岡・波津・須々木・大沢・大江) 相良原子力防災ｾﾝﾀｰ ｻｰﾎﾞ 

７／７(火) 片浜 片浜ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝﾀｰ 

７／10(金) 萩間（中里・白井・神寄・西萩間・東萩間） 萩間ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

７／14(火) 坂部 坂部区民ｾﾝﾀｰ 

７／16(木) 地頭方（地頭方・落居・豊岡・新庄・遠渡） 地頭方原子力防災ｾﾝﾀｰ ｼﾞｰﾎﾞ 

７／21(火) 勝間田 勝間田会館 

７／24(金) 菅山 菅山区公民館 

７／28(火) 牧之原（榛原地区・相良地区） 牧之原ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

８／３(月) 細江 細江ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

８／５(水) 川崎（静波・川崎） さざんか 

※開催時間は午後７時～午後８時 30 分を予定。 



定例記者懇談会 資料№６ 

令和８年５月 26 日 

産業経済部 観光課 

0548-53-2623 

 
令和８年度 牧之原市の海水浴場の開設について 

 
 

１ 海水浴場の開設について 

本年度も、来場される方々の安心安全を確保し、海水浴場を開設します。 

本年度の海水浴場開設日程が決定されましたのでお知らせします。 

 

開 設 期 間 
静波海水浴場   ７月 17 日（金）～８月 31 日（月） 

さがらサンビーチ ７月 17 日（金）～８月 31 日（月） 

駐 車 場 整 理 料 金 

徴 収 期 間 

静波海水浴場   ７月 18 日（土）～８月 23 日（日） 

さがらサンビーチ なし 

駐 車 場 整 理 料 金 

（軽・普通自動車） 

静波海水浴場   800 円 

※牧之原市民の方は、身分証明書（市内住所が記載されている

こと）を駐車場整理料金徴収員（整理員）に提示していただ

くと、駐車場整理料金が無料になります。 

さがらサンビーチ 無料 

海 の 家 の 営 業 
静波海水浴場   ２軒 

さがらサンビーチ １軒 

※ 期間中はライフセーバーが常駐しています。（午前９時～午後５時） 

※ 料金徴収期間以外、駐車場整理料金はかかりません。 

※ 料金徴収期間中の徴収時間は、午前７時～午後３時です。 

 

参考 

【令和７年の来客数】 

静波海水浴場 49,000 人  さがらサンビーチ 25,000 人    合計 74,000 人 

 

【令和６年の来客数】 

静波海水浴場 103,000 人  さがらサンビーチ 39,000 人    合計 142,000 人 

 

【令和５年の来客数】 

  静波海水浴場 122,000 人  さがらサンビーチ 30,000 人  合計 152,000 人 



令和８年度 RIDE ON MAKINOHARA 誘客キャンペーンの実施について 

 

１ 目 的 

物価高騰への対策として、海水浴シーズンである夏や宿泊需要が落ち込む９月

以降へ誘客を図るため、市内での宿泊費を助成し、市内での飲食や体験、土産等

に使用してもらうことにより、市内経済の活性化を推進する。 

 

２ 期 間 

令和８年７月 17 日(金) チェックインから 

令和９年１月 11 日(祝) チェックアウトまで 

※５月 21 日（木）から予約開始。 

 

３ 助成対象者 

全都道府県民で市内の宿泊施設に宿泊する方 10,000 人（先着） 

※外国人も対象。 

※予算上限に達し次第、終了。 

※スポーツ合宿補助金等との併用が可能。 

 

４ 助成内容 

1 人あたり 1 泊につき、商工会登録店舗や宿泊施設、体験施設で使用可能な

3,000 円分の市内で利用可能な商品券（1,000 円券×３枚）を配布する。 

※10 人を超える団体は、１団体あたり 10 人分（30,000 円分）を上限とする。 

・対象は、宿泊料金 3,000 円以上の市内宿泊施設への宿泊者。 

・上限１泊まで。（２泊以上した場合も１泊分の商品券を支給） 

・商品券の使用は、宿泊費以外の料金（飲食費・土産購入等）とする。 

対象 宿泊費 
宿泊施設での宿泊費以外

の料金（飲食費等） 
飲食店、体験施設、

土産購入 等 
使用可否 × 〇 〇 

 

５ 対象宿泊事業者 

  本キャンペーンに賛同する市内宿泊事業者（25 施設を予定) 

 

６ 助成方法 

対象者が市内の宿泊施設に予約を行い、宿泊事業者は対象者へ宿泊時に商品券

を配布する。 
 

定例記者懇談会 資料№７ 

令和８年５月 26 日 

産業経済部 観光課 

0548-53-2623 
 



パラサーフィン国際大会2026 の開催について 

 

 障がいイベントで日本最大規模となるパラサーフィンの国際大会が牧之原市内で開催さ

れます。昨年５月に開催されたパラサーフィンイベント「第４回静波パラサーフィンフェス

タ」に続き、海外選手を招待しての開催となります。 

 今回の大会は、ワールドツアーで優勝を収めた日本代表選手の伊藤建史郎選手をはじめ

とする、障がいのあるアスリートたちが、技術と精神を競い合う国内最高峰のパラサーフィ

ン大会となります。 

  

１ 期 日 

  令和８年５月29日（金）～31日（日） ３日間 

 

２ 会 場  

静波サーフスタジアム（牧之原市静波2220） 

 

３ スケジュール（予定） ※雨天決行、悪天中止 

５月29日（金）午後１時～午後２時  オープニングセレモニー（その後交流会） 

５月 30日（土）国際大会１日目    予選（午前９時～午後５時） 

５月 31日（日）国際大会２日目    予選・決勝（午前９時～午後２時頃） 

                   閉会式（午後３時） 

                     クロージングパーティ（午後５時） 

４ 参加者（予定） 

  参加選手 約 60人 

 

５ 入場料 

無料 

 

６ 主 催 

Adaptive Surfing Japan Open 合同会社 

 

７ 問い合わせ 

副実行委員長 小林征郁 090-8044-9628 

 

定例記者懇談会 資料№８ 

令和８年５月26日 

産業経済部  観光課     0548-53-2623 

教育文化部  スポーツ推進課 0548-53-2643 

福祉こども部 社会福祉課    0548-23-0072 



主催：Japan Open Adaptive Surfing Championship（パラサーフィン国際大会）実行委員会
後援：牧之原市／静波サーフスタジアム／Japan Adaptive Surfing Association／Japan Adaptive Surf Team
協力：株式会社LEAM Japan／株式会社シースリー・ブレーン／株式会社フレンテキャリアソリューション／Nami-nications



波を越え、
世界をつなぐ

Japan Open‘26
Adaptive S�fing Champi��ip

アダプティブサーフィンは、障がいを持つ人がそれぞれの特性に合わせて楽し

めるスポーツです。ISA（国際サーフィン連盟）が世界大会を開催し、多様な

スタイルで競技が行われています。この活動は、障がい者の社

会参加や自己実現を支援し、社会的なインクルージョ

ンを促進する重要な役割を担っています。日本代表選

手も国際大会で活躍し、障がいに合わせた

用具の工夫も進んでいます。

詳細については、Japan Open Adaptive Surfing Champion shipのウェブサイトをご確認

いただくか、協力パートナー店舗スタッフへ、お問い合わせください。

アダプティブサーフィンをさらに発展させるためには、いくつかの課題があ

ります。選手を支える専門知識を持ったサポーターの育成、障がい者用のビー

チマットや車いすなどの設備整備が急務です。そして、日本でのワールドツ

アー開催誘致活動や上記の課題解決のためには、募金や企業スポンサー様か

らの支援が不可欠です。

日本代表選手たちは、障害があってもサーフィンを楽しめる環境と社会を築

くために、国内での体験会開催など、積極的に活動を行っています。

アダプティブサーフィンが直面する課題

アダプティブサーフィンは、障がいを持つ人々に「できる」という自信と「輝ける」舞台

を提供します。これは単なるスポーツ支援に留まらず、多様性を認め誰もが活躍できる

社会を実現するための大切な一歩です。選手たちが安心して練習し、世界を目指せる環

境を整え、次世代への活動のバトンを繋ぐ為に、皆様のご支援が不可欠です。

パラサーフィン募金・スポンサー募集

主催 ： Japan Open Adaptive Surfing Championship（パラサーフィン国際大会）実行委員会

後援 ： 牧之原市／静波サーフスタジアム／Japan Adaptive Surfing Association／Japan Adaptive Surf Team
協力 ： 株式会社LEAM Japan／株式会社シースリー・ブレーン／株式会社フレンテキャリアソリューション／Nami-nications

〇個人の皆様へ ： 温かいご寄付をお願いいたします。
 皆様の小さな一歩が、彼らの大きな波に乗る夢へと繋がります。

〇企業の皆様へ ： アダプティブサーフィンへのご支援は、貴社のCSR活動としてだけで
 なく、挑戦し続ける選手たちの姿を通じて、社会にポジティブなメッ
 セージを発信する機会となります。ぜひ、オフィシャルスポンサーと
 して、共にこの感動を分かち合いませんか。

パラサーフィン国際大会

����������
����������������



第５回 静波パラサーフィンフェスタ2026 の開催について 

  

障がい者で初めての方などが気軽に楽しめるパラサーフィン体験イベントです。 

パラクライミング世界選手権大会で活躍された加藤あすみさん（勝間田区）や、ミラノ・

コルティナ 2026 パラリンピック冬季競技大会で７位に入賞した坂下恵里さん（勝間田区出

身）も参加されます。 

 

１ 期 日 

  令和８年６月６日（土） 午前９時から午後５時まで 

 

２ 会 場  

静波サーフスタジアム（牧之原市静波2220） 

 

３ スケジュール（予定） ※雨天決行、悪天中止 

・午前９時～午後３時    マルシェ（７店舗） 

・午前９時～午後４時30分 体験会（障がい者で初めての方などの体験会） 

・午後１時30分～午後２時30分  

ファンコンテスト（障がい者による波乗りのコンテスト） 

 

４ 参加者（予定） 

  パラサーフィン体験者 約 60人 

 

５ 入場料 

無料 

 

６ 主 催 

静波パラサーフィンフェスタ実行委員会 

 

７ 問い合わせ 

代表理事 井指 康宏 090-7314-5708 

 

定例記者懇談会 資料№９ 

令和８年５月26日 

産業経済部  観光課     0548-53-2623 

教育文化部  スポーツ推進課 0548-53-2643 

福祉こども部 社会福祉課    0548-23-0072 



報道関係者各位                       2026年5月26日 
医療法人徳洲会 榛原総合病院 

【記者発表・取材依頼】  医療の理念に基づく地域共創 
「第3回徳洲会カップ ＆ 医療・健康フェスタ」2026年6月14日（日）開催へ 
～16年の経営再建を経て、榛原総合病院が挑む“波乗り”医師確保と地域共創～ 

 
牧之原市が今後、官民連携によるリゾート開発を進めると発表した「静波エリア」。 
この静波エリアの魅力を活かした医師獲得と地域貢献の象徴的なイベントとして、

医療法人徳洲会 榛原総合病院と静岡県牧之原市は、前回来場者2,000人を記録した医
療従事者向けサーフィン大会「第3回徳洲会カップ in 榛原」を2026年6月14日（日）
に開催いたします。 

行政と民間が手を取り合い進める、地方の新たな生き残り戦略として、ぜひご取材
ください。 
 
１. “生命

い の ち

だけは平等だ”— 地域医療を支える徳洲会の理念と社会改革 
徳州会グループは、理念である“生命だけは平等だ”のもと、「いつでも、どこでも、
誰でもが最善の医療を受けられる社会の実現」を目指しています。たとえどんなに
困難な医療現場であっても「患者さんのために」と心を合わせられる強みを持ち、
地理的・経済的ハンデを抱えた離島・へき地、地方であっても良質な医療を届ける
ため病院を創り続けています。 
 

● 2010年：全国初の「指定管理第1号」として再出発、黒字化へ 
かつて深刻な経営難から立ち行かなくなった公立の榛原総合病院は、2010年3月1
日、全国で初めて医療法人徳洲会による指定管理を受け入れました。民間ならでは
の迅速な経営判断と効率化により、収支を改善。「患者さんに対する奉仕」を組織
運営の根幹に置く徳洲会の理念のもと、牧之原市と徳洲会が密度の高い連携で地域
医療の灯を守り抜いています。 

 
２. 第3回徳洲会カップ in 榛原 ＆ 医療・健康フェスタ 

最大の課題である地方の「医師不足」に対し、榛原総合病院は「静波の海」を最大
のブランド価値として再定義。ただ給与を提示するのではなく、「サーフィンと共
に生き、地域医療を支える豊かなライフスタイル」を提案するユニークな採用リク
ルーティングを展開しています。 
本大会は、全国の医療従事者がサーフィンを通じて親睦・交流を図ることを目的に
2024年からスタートし、今回で3回目を迎えます。前大会では約2,000人の来場者を
記録し、お年寄りから子どもまで三世代で楽しめる地域最大のスポーツ・医療フェ
スティバルへと成長を遂げています。             

（裏面へ続く__ 
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■ 当日の主な実施内容（一般来場・観戦無料） 

医療・健康フェスタ（無料健康相談） 
スタジアム併設の駐車場にて榛原総合病院の医療従事者による「無料健康相談ブー
ス」を開設、丁寧にお答えします。キッチンカーやブースも多数出店します。 

無料サーフィン体験会 
小学校3年生以上のサーフィン未経験者を対象に、安全に管理されたプール（人工
波）でのサーフィンデビューをサポート！ 

徳洲会体操クラブ選手による無料体操教室 
世界で活躍する「徳洲会体操クラブ」の選手たちが特別来場。小学生を対象に指導
する夢の無料体験イベントです。 
選手：杉野 正尭、髙橋 一矢、北園 丈琉、津村 涼太、小島 埜和 

 スタッフ：米田 功 監督、室井 聖史、来島 歩            来場予定 

【イベント開催概要】 

大会名称 第3回徳洲会カップ in 榛原 
（同時開催：医療・健康フェスタ＆キッズイベント） 

主催 徳洲会カップ事務局 
協賛 星いきいき社会福祉財団 
開催日時 2026年6月14日（日） 6:30～ （※小雨決行、荒天中止） 
会場 静波サーフスタジアムPerfectSwell®（静岡県牧之原市静波1351-14） 
参加対象 全国の医師、看護師、理学療法士、その他医療関係者 

（医療健康フェスタは、一般の方も含め入場無料） 
 

【本件の取材ポイント（テレビ・新聞等メディア様向け）】 

地方医療の「勝ち筋」と再生劇 
榛原総合病院が2010年の公設民営化から16年で黒字化を遂げた裏側と、海を活かし
た最先端の医師確保戦略。 

官民連携による「医療・観光一体化」モデル 
行政が進める「静波エリア周辺のリゾート開発」と、民間の医師確保・地域貢献が
一体となった地方創生。 

多世代交流と巨大人工波 
来場者2,000人規模の「お祭り」の熱気。多種多様な無料イベントなど、映像・写真
素材が豊富。 
 

                               （裏面へ続く__ 



徳島県との広域連携による新たな地域医療モデル 
同じコンセプトで「医療従事者サーフィン大会」を展開する徳島県病院局との連携
により、地方の医療人材確保の新たな可能性を発信。（駐車場イベントにおいて、
徳島県ブースを予定） 

 
トップアスリートによる地域貢献 

徳州会体操クラブによる無料体験教室を開催。世界レベルの選手と子どもが触れ合
う地域交流イベントとしても注目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【本件に関するお問い合わせ・現地取材お申し込み先】 

医療法人徳洲会 榛原総合病院事務局（担当：柏原・尾川） 
TEL： 0548-22-1131  FAX： 0548-22-6363 

牧之原市役所（担当：健康推進課・本杉） 
TEL： 0548-23-0028  FAX： 0548-24-1005 



14６月 日（日）
2026年 ３

会場 静波サーフスタジアム RPerfectSwell

詳細についてはHPをご確認下さい (QRコード)▼詳細についてはHPをご確認下さい (QRコード)▼
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